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Ⅱ．県立病院機構の評価 

Ⅱ-1 評価の位置づけ 

   地独法第 25、26 条の規定により、設立団体である県は中期目標期間（５年間）にお

ける目標（中期目標）を定め、機構は中期目標に基づき中期計画及び各事業年度の計

画を立て各種取組を実施することになっている。 

   機構は地独法に基づき県が設立した法人であることから、設立団体の長（知事）は、

機構の業務実績を定期的に評価し、その評価結果を機構の運営の改善に反映させるこ

とで PDCA サイクルを機能させるとともに、県民に対して公表する責任を負っている。

そのための具体的な方法として、毎事業年度の業務実績（またはその見込み）に関す

る評価（年度評価）を実施するとともに、中期目標の達成状況（またはその見込み）

に関する評価（中期目標期間評価）を実施することになっている。公平性・客観性を

担保するため、年度評価、中期目標期間評価ともに、県が実施した評価について静岡

県立病院機構評価委員会の意見を聴くことにしている。 
 
  ※従来、評価の実施主体は評価委員会であったが、地独法の改正（平成 30 年４月１日

施行）により、平成 30 年度から業績評価の主体が評価委員から設立団体の長に変更と

なった。 

 

Ⅱ-2 評価のサイクル 

   法人設立当初から、年度評価として、事業期間の途中時点（２月頃）の暫定評価、

事業期間終了後（翌年度８月頃）に本評価を実施し、中期目標期間評価においても同

様に、中期目標期間の第４事業年度目の暫定評価、中期目標期間終了後（翌年度８月

頃）に本評価を実施してきた。なお、地独法の改正により、中期目標期間の最終年度

にみなし評価の実施が追加された。 

＜各中期目標期間の評価サイクル＞ 
計画 第 2期中期計画 第 3期中期計画 

年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35

年度 

評価 

暫定評価 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

本評価 
(対象年度) 

● 
(H25) 

● 
(H26)

● 
(H27)

● 
(H28)

● 
(H29)

● 
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●
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評価 
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評価 
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みなし
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本評価 
(対象期間) 

● 
(第 1

期) 
    

● 
(第 2

期) 
    

（補足）地方独立行政法人法に基づき、年度評価及びみなし評価並びに中期目標期間

評価を行ったときは、機構に対し結果を通知し、公表するとともに議会に報告するこ

ととされている。本県では毎年８月頃に評価委員会を開催しており、終了後、９月議

会に報告する。 

Ⅱ-3 評価の目的 

   設立団体の長（知事）が行う評価は、機構の業務運営の改善を促し、もって機構の

業務の質の向上、業務運営の効率化、透明性の確保に資すること等を目的とする。 

Ⅱ-4 評価を行う上での基本的な考え方 

   評価に際しては、以下の観点に基づき検討をおこなう。 
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 (1) 高度又は特殊な医療の提供、地域医療の支援等を行うことにより、県内医療水準の

向上や県民の健康の確保及び増進に寄与していること。 

 (2) 医療の提供等機構の行う業務が効果的かつ効率的に実施されていること。 

 (3) 地独法制度における基本理念としての「公共性」や「透明性」が確保されているこ

と。また、業務運営における「自主性」が十分発揮されていること。 

 (4) 県が指示した「方針書」である中期目標に沿って業務が実施されていること。 

Ⅱ-5 評価の着眼点 

年度評価及びみなし評価並びに中期目標期間評価は、業務運営の改善等を目的とす

ることはもとより、評価を通じて次の各点に資することをねらいとする。 

 (1) 機構（県立病院）に対する県民の信頼を高めること 

 (2) 機構職員のモチベーションを高めること 

 (3) 機構運営に必要な支援を県が理解すること 

Ⅱ-6 評価方法 

 (1) 年度評価 

  ①暫定評価 

年度評価の暫定評価は、次年度計画に反映させるため、事業年度途中（２～３月頃）

に行う。 

この際、機構から提出された暫定的な業務実績報告書を基に、項目別業務実績の各

項目について当該事業年度における中期計画の実施状況の調査及び分析をし、業務の

実績の全体について総合的な評定をして行うものとする。 
  ②本評価 

年度評価の本評価は、事業年度終了後に行う。 

この際、機構から提出された業務実績報告書を基に、項目別業務実績の各項目につ

いて当該事業年度における中期計画の実施状況の調査及び分析をし、業務の実績の全

体について総合的な評定をして行うものとする。 
 (2) 中期目標期間評価 

  ①暫定評価 

   暫定評価は、次期中期目標及び中期計画の策定にあたり、次期の方向性を見据える

とともに、機構の業務運営の迅速な改善を図ることを目的として、当該中期目標期間

の中間年度に行う。 

この際、機構から提出された業務実績報告書（暫定版）を基に、項目別業務実績の

各項目について、当該中期目標の中間時点での中期目標の達成状況の調査及び分析を

し、業務の実績の全体について総合的な評定をして行うものとする。 

  ②みなし評価 

   みなし評価は、次期中期目標及び中期計画にその結果を反映させ、次期の方向性を

定めるとともに、機構の業務運営の迅速な改善を図ることを目的として、当該中期目

標期間の最終年度に行う。 

この際、機構から提出された業務実績報告書（暫定版）を基に、項目別業務実績の

各項目について、当該中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の達成状況の調

査及び分析をし、業務の実績の全体について総合的な評定をして行うものとする。 

また、このみなし評価において、法第 30 条の「中期目標の期間の終了時の検討」を

併せて行うこととする。 

③本評価 

  中期目標期間評価の本評価は、当該中期目標期間の終了後に行う。 
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